
 

 

様式第 16 号 

 

住民提案協働事業実績報告書 

 

R5 年１1 月 29 日 

 

提出先 熊取町長 

 

実施者  所 在 地    熊取町若葉１－７１９    

 

団 体 名    ひよこ会                 

  

代表者名    中塚葉子                  

提案事業名 

 

エンタメ KUMATORI 

提案の種類 

（いずれかにレ） 

□ 団体提案型 

☑ 行政テーマ型 

  【テーマ名：小中学生と保護者世代の図書館の利用促進及び SNS

での情報発信 】 

提案タイプ □ 連携事業（         ） ・ ☑ 補助事業 

事業内容 

※ 協働事業として実施

内容を、より具体的に記

入してください。（別紙

可） 

別紙 

事業実施期間 （着手） R５年  ４ 月 ２０日～（完了） R５年  １１月 １６ 日 

事業実施場所 熊取図書館 

事業費総額      330,000    円 

協働した担当課 図書館 

事業の成果 

 

 

様々な世代の住民が、エンターテイメントをきっかけに図書館に集っ

た。昨年度に引き続き、また新規にレクチャーに参加した子どもたち

がお互い協力しながら積極的、自主的に取り組む機会となり、図書館

を拠点に高学年以上の子どもたちが活動する機会となった。 

今後の方向性 

※ 本年度の活動を踏ま

え、今後の方針や改善点

等を記入してください。 

レクチャーに参加した子どもたちはレベルアップとして継続、更に 

来年度新たに募集する子どもたちとも交流していく。今後は図書館を

拠点に自主的に定期的に練習する場を設け活動の場を増やす。具体的

には地域の施設やサークル、イベントなどでも発表しアウトプットの

場を増やす。引き続き高学年以上の若い世代が図書館に来館しやすい

よう、SNSでの発信も積極的に継続していく。 

備考 

 

 

   ※ 添付書類 

（１）住民提案協働事業収支決算書様式第 16 号 

（２）町 HP 公開用資料等（①活動の状況を写した写真２,３枚、②事業の実施に要したパン

フ等（作成した場合）、③その他、協働事業の事業報告に必要と思われる書類） 



 

 

様式第 17 号 

 

住民提案協働事業収支決算書 

 

団体名         ひよこ会             

 

提案事業名           エンタメ KUMATORI                        

 

１ 収入（単位：円） 

項 目 金 額 内容、算出根拠等 

 

 

  

団体負担金 

 

18,689 

 

 

住民提案協働事業補助

金 

330,000 団体提案型：支出合計額×2/3以内 

（上限額 30 万円） 

行政テーマ型：支出合計額×10/10 以内 

 

合  計 

348,689 

 

 

 

２ 支出（単位：円） 

項 目 金 額 内容、算出根拠等 

報償費 

 

240,000 講師謝礼（6 回分） 

旅費 

 

32,000 講師の交通費（8回分） 

※2 回分は補講対応のため 

消耗費 

 

30839 

 

事務用品、ワークショップ教材費 

 

印刷製本費 

 

16.500 

 

イベントのポスター、チラシの印刷代 

食材費 

 

9,350 

 

講師のお弁当（6/17、9/10 分）、お茶代

（8 回分） 

事務管理費 

 

20,000 支出合計額×10%以内 

 

合  計 

348,689  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

事業詳細（別紙） 

 

６月１7日（土）家族でたのしむゆかいなマジックショー（未就学児向け） 

出演：Ｓｅｉｙａ、あべよしえ、小川颯 

場所：図書館２階ホール 

参加人数：６８名（事前申込み制） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

マジック講座   午前の部：初心者向け 午後の部：経験者向け 

6 月 11 日（日）第１回レクチャー 

7 月 9 日（日）第２回レクチャー 

8 月 9 日（水）第３回レクチャー 

講師：Ｓｅｉｙａ サポート：小川颯、Sota 

参加人数：８名 

 

補講 8月 16 日（水）、9 月２日（土） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 月 10 日（日）午前１１時～午後４時 

ＴHE MAGIC DAY  

 

プロによるステージマジックショー、レクチャーを受けた子どもたちの発表会 

児童室でのパフォーマンス、グリーティング、ジャグリング体験、図書館職員によるマジック 

オープニング、ジャンプくんによる案内 

スタンプラリー、参加者アンケート 

 

出演：Ｓｅｉｙａ、あべよしえ、Sota、小川颯、切り文字じょじょすけ  

サポート：谷英樹、柏拓希 

ジャンプくん 

マジック講座受講者７名 

参加人数：オープニングセレモニー 約５０名 

     切り文字じょじょすけ  約５０名 

     バルーングリーティング 約３０名 

     ジャグリング体験    約２０名 



 

 

     キッズマジシャン発表会 約７０名 

     経験者クラスのテーブルマジック 約５０名 

     ステージマジックショー  ６９名（小学生以上対象、事前申込み制） 

     スタンプラリー景品配布数 ５５名 

     図書館職員によるマジック披露 約８０名 

      

オープニングセレモニーの様子        バルーン、ジャグリング、切り文字 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経験者によるテーブルマジック 

 

 

館内のいたるところでマジックが溢れていました 

ジャンプくんにはマジックのお手伝いをしてもらいました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

キッズマジシャン発表会 

（３回のレクチャーで習得したマジックとお客様へのアプローチ、マナー、マジックの大事なこと

をそれぞれのテーブルで披露、会場を湧かしていました。繰り返し演じているので、１時間の間に

どんどん上達していくのがわかりました。） 

 

 
 

ステージマジックショー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出演者集合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロのマジシャンと一緒に２年目の

受講者も堂々とステージでのパフォ

ーマンスを行い、参加者からも温か

い応援、拍手をたくさんもらいまし

た。 



 

 

11 月 3 日（金）午後 2時 30 分～3 時 20分 （事前練習 10月 9 日（祝）） 

「としょフェス」でのキッズマジックショー 

 図書館でのイベント「としょフェス」への出演依頼があり、参加しました。 

 

 出演者：小川颯、キッズマジシャン講座受講者 6名 

 参加人数：７２名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１６日（木）５、６時間目 

学校出前公演 南小学校（全児童対象） 

出演：Seiya 

参加児童数：２０７名 

 

 ５時限目は１、２、４年生、６限目は３、５，６年生で行った。５限目は低学年向けに分かりや

すい内容で６限目は高学年向けにステージマジックでよく見るイリュージョンマジックの簡易版を

行い、学年によって満足できる内容で行いました。どちらも子どもたちの反応がよく、歓声や拍手

など、子どもたちが楽しい、凄いと感じた時に自然と出ていて、とても盛り上がっていました。 

 

5 限目（１、２、４年生） 

目の前でのマジックに夢中な子どもたち    4年生にマジックのお手伝いも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 限目（３、５、6 年生） 

6 年生にお手伝いしてもらいました 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

自主活動   メンバー：6名 

 1 月 28日（日）、3 月 9 日（土） 

 

各自の新しいマジックの披露や、レクチャーを受けた内容や道具を使っての練習を行った。 

お互いのマジックを見せ合い、アドバイスを出し合ったりする中で、新たなことにチャレンジす 

る前向きな姿が見られた。 

 

ＳＮＳ発信 

Instagram による発信  3月 18 日現在 576（昨年 172）フォロワー 303 投稿 

通常の発信に加え、ストーリーやピン付け、URLを紐づけるなど、事業などの関係者を介した

情報発信の幅を増やしている。 

 図書館でも QRコードを設置するなど、情報にアクセスしてもらうための取り組みを行ってい

る。 

 


